
2025年10月1日、品川リフラ株式会社は創業150周年を迎えました。 創業者西村勝三が1875年に民間で初めて
耐火煉瓦を製造して以降、経営陣・従業員が力を合わせて、様々な困難を乗り切り今日に至っています。この間当社は
我が国の素材産業を支え続けてきました。

150周年を迎えるにあたり周年事業の一環として社史を作成することとなり、2024年7月に取り掛かりました。
品川リフラクトリーズ統合前の両社を見てみると、まず品川白煉瓦株式会社創業100周年では、翌年に『創業百年史』

（1976年）が出版されています。 同書は社史編纂室を1972年9月に設置し、当時利用可能だった社内外の資料を基に
作成されています。 1040頁余りの大部で布装丁・箱入りなど当時の社史への力の入れようが分かります。

また川崎炉材株式会社でも、1997年に創立60周年を期し記録を残すべく、1998年に『川崎炉材六十年史』（244頁）
が発刊されました。

品川白煉瓦『百年史』、川崎炉材『六十年史』では記録を残すことに重点が置かれ、装丁もしっかりしたものとなっ
ています。『六十年史』出版から数えても27年余が経っており、この間、情報通信技術の進展もあり社史の在り方も
大きく変わってきました。

こうした変化を意識しつつ、編集会議では以下の編集方針を定め活動を開始しました。

① 若い世代をターゲットとし、昔ながらの社史ではなく「周年記念ブック」とした読み物とする
② アウター向けではなく、インナー向けとする
③ 1975年以降の記述をメインとし、それ以前は『百年史』に任せる
④ 新しい経営理念と連動した内容とする 
⑤ 現在の品川リフラが、多くの過去の会社のDNAを引き継いでいることを意識する
⑥ 産業界を支えてきた自社の影響力を再確認し、誇りを醸成する。 都合の悪いことも含めて記載し、過去の事実を

そのまま受け入れる

編集にあたっては過去を振り返るだけでなく、当社の若い世代が未来に向かって希望が持てるような内容にすることを
編集委員皆が心掛けました。 編集委員はそれぞれの分担パートについて資料を探索し、裏付けを取り、文章に起こす作
業を日常業務に忙殺される中で続けてくれました。

1975年以降を「激動の35年」、「躍進の15年」、「コラム」等のパートに分け材料集めにかかりましたが、会社の
手持ちの資料では不十分であり関係者に資料のご提供を依頼しました。とりわけ1980年代の資料が少なく苦慮しました。
会社の移転や、地震や水害などの自然災害で資料が散逸してしまったのが実情です。また読み物の特性から技術史的
記述が少なく掘り下げもできなかったことが残念です。 資料の不足を補う意味からOBおよび現役社員の方々等関係者へ
のインタビューも実施しました。インタビューに応じていただいた方は70数名に及び、貴重な証言やご意見をいただき大
変参考になりました。 関係者各位へお礼申し上げます。

1975年以降の50年は様々な技術の進歩と経済の発展により暮らしや思考が大きく変わってきたと思われます。 一方
で地球温暖化などが叫ばれるように自然環境も大きく変わってきています。 会社のみならず人々を取り巻く環境が変化し
ていく中で、2050年、創業200周年に向けて当社の未来を担う方々がどのように次の世代にバトンを渡していくか楽し
みです。

最後に、編集をコーディネートしてくださり、ご無理を聞いてくださった三浦様（株式会社ユニバーサルメディア）、ライ
ターの船見様（有限会社ウィズブレインズ）、デザインを担当してくださった渋澤様・広瀬様・呂様・宮﨑様（株式会社弾
デザイン事務所）、松端様・加倉田様（マツバタデザイン企画）、大西商店印刷部様に感謝申し上げます。
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